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若葉の候、貴施設におかれましては、益々ご隆盛のこととお慶び申し上げます。平素は、当院
の運営にご理解とご助⼒を賜り、また、多数の患者様をご紹介いただき、厚く御礼申し上げます。

このたび、東海⼤学医学部付属⼋王⼦病院医療連携ニュース2017年5⽉号を発⾏いたしました。
先⽣⽅が、ますます当院との医療連携を深めていただく、⼀助となれば幸いです。

患者支援センター所⻑ 野川 茂、 医療連携室⻑ ⼩路 直
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新年度のご挨拶新年度のご挨拶: : 今年度の重要課題今年度の重要課題

東海⼤学医学部付属⼋王⼦病院東海⼤学医学部付属⼋王⼦病院
病院⻑病院⻑ 渡辺渡辺 勲史勲史

新緑の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
今年は東海大学建学75周年に当たり、東海大学八王子病院は開院16年目を迎える

ことになりました。南多摩地域の中核病院として地域住民の期待に応えるため、教職
員一丸となって努力してまいりました。一方、国が推し進めます病院機能分化において、
当院は高度急性期病院の機能を担うべき病院として地域医師会より期待されています当院は高度急性期病院の機能を担うべき病院として地域医師会より期待されています。

八王子病院では、開院以来5つの活動規範、すなわち人間性豊かな人材の育成、更
なる高度医療への挑戦、地域連携の推進、安全文化の醸成、収支バランスのとれた
運営を基に病院運営を行っています。

今年度は下記の重点課題を積極的に取り組んでいきたいと思います。何卒宜しくお
願い申し上げます。

 救急医療の充実救急医療の充実
救命救急医が増員されたことにより、地域に貢献できる救急医療体制を確立し、
積極的な救急患者の受け入れを行いたい。

 地域連携のさらなる推進地域連携のさらなる推進
地域の基幹病院として病診連携をさらに推進し、初診および紹介患者を決して断ら
ない外来診療体制を維持したい。近隣の医療機関へ広報活動を展開し、紹介率、
逆紹介率をさらに向上させたい。患者支援センターの機能を強化することにより、
速やかで円滑な入退院体制を確立したい。

 高度急性期病院としての病院機能の獲得高度急性期病院としての病院機能の獲得
2025年の東京都地域医療構想に向けて、ICU、HCU、一般病棟において医療・看護
必要度の高い急性期の重症患者を積極的に受け入れ、高度急性期病院に相応し必要度 高 性期 症患者を積極 受 入 、高度 性期病院 相
い病院機能を獲得したい。

 がん診療体制の確立がん診療体制の確立
高齢化社会のなか、がん患者は今後もますます増えることは明らかで、それに十
分対応できる診療体制を確立したい。がん診療連携拠点病院として、がん診療の
強化と体制の整備を行いたい。



患者支援センターからのご挨拶患者支援センターからのご挨拶

患者支援センター所⻑患者支援センター所⻑
神経内科神経内科 教授教授

野川野川 茂茂

患者支援センターは、医療連携室、総合相談室、入退院センターの3部門からなる組織

で、皆様方の病院・診療所との連携および患者様中心の効率のよい病棟管理システム

（Patient-oriented Capacity Management）の確立を目指して活動しております。今年度よ

り、檜垣惠教授の後任として私がセンター長を拝命し、伊藤次長（看護部長）のほかに新

たに角田次長（腎内分泌代謝内科教授）を迎え 新しい体制として出発致しましたたに角田次長（腎内分泌代謝内科教授）を迎え、新しい体制として出発致しました。

医療連携室は小路室長（泌尿器科准教授）を室長とする病診連携を担当する部署で、

「医療連携ニュース」の発行をはじめ、年2-3回、医師会の先生方との学術的な交流の場

である「Hachioji Medical Conference」を開催しております。従来、患者様の紹介窓口とし

て、電話・FAXの対応と予約業務を行っておりましたが、昨年度からは午前8時から11時

までに来院された初診患者様は 予約の有無にかかわらず診療する体制に変更致しましまでに来院された初診患者様は、予約の有無にかかわらず診療する体制に変更致しまし

た（一部の診療科を除く）。これにより紹介率も70～80%まで上昇し、日頃の先生方のご協

力の賜物と感謝しております。また、当院では逆紹介の推進も積極的に行っておりますが、

未だ十分とは言えない状況にございます。今後は患者様の受け入れに関しましても、ご

協力を賜れれば幸いでございます。

総合相談室は松山室長（皮膚科准教授） 細金室長補佐(MSW)を中心に 個々の患者総合相談室は松山室長（皮膚科准教授）、細金室長補佐(MSW)を中心に、個々の患者

様のニーズに合った退院支援を行う部署です。当院は南多摩脳卒中医療連携協議会の

統括病院として、また本年度からは東京都がん診療連携拠点病院として、地域包括医療

を支える後方連携病院の皆様と強固な連携を築いて参りたいと存じます。

一方、院内では高度急性期医療を担う病院としての使命を果たすべく、小嶋センター長

（消化器内科講師）、太田センター長代理（看護部）を中心とする入退院センターが2年前（消化器内科講師）、太田センタ 長代理（看護部）を中心とする入退院センタ が2年前

に発足致しました。ここでは、安全で計画的な入退院、治療計画の説明をしています。

このように、当センターでは多職種によるチーム医療を活用し、地元医師会の先生方や

コメディカルの皆様と十分に連携を取りながら、患者様を中心としたより良い地域包括医

療体制を築いてゆきたいと考えております。何卒ご協力を宜しくお願い申し上げます。



地域における地域におけるPFMPFMを進めませんか？を進めませんか？

看護部⻑看護部⻑ 伊藤伊藤 由美⼦由美⼦

新緑の季節、医療施設の看護部の皆様におかれましては、新年度のスタートに尽力しておら
れることと存じます。

地域連携では、当院の退院調整において、各医療施設の迅速な対応に心から感謝申し上げ
ます。また当地区の「地域医療連携看護師会」の発展に大変に心強さを感じております。

さて、当院では4月に新採用者を迎え、看護部の理念である「愛の看護」のスタートをきったと

ころです 当看護部では 看護における愛を 他者への満足と安全を保証し ケアを提供するこころです。当看護部では、看護における愛を、他者への満足と安全を保証し、ケアを提供するこ
ととしております。

今年度は、地域医療構想の最終段階となります。是非、地域におけるPFM（患者フローマネジ
メント）を地域の皆様とご一緒に看護管理の視点で実務的に構築できることを期待しています。

今年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。最後に、今年度の当院のオープンセミナーをご
案内致しました。多くの看護職員のご参加をお待ち致します。

役割能力育成

コ ー ス 名 対象 日程 場所 募集人数 募集期間

リーダーシップコース ４年目以上
11/17

13：30～16：30
TOKAIホール ２０人 10/24～11/8

2017年度 東海大学医学部付属八王子病院看護オープンセミナー

13：30～16：30

人間力育成コース

コミュニケーション能力アップ 全スタッフ
10/27

17：00～18：00
TOKAIホール ２０人 10/3～10/17

ポジティブ思考 全スタッフ
5/26

17：00～18：00
TOKAIホール ２０人 5/2～5/19

知識・技術取得コース

①9/5 ①8/8～8/21

基
礎
研
修

フィジカルアセスメント
（呼吸 ・ 循環 ・ 脳）

経験２年目まで

①9/5
②9/12

（同じ内容２回）
8：30～10：20

TOKAIホール ２０人

①8/8～8/21
②8/8～8/29

※希望日を記載
してください

肺理学療法 経験２年目まで

①9/5 
②9/12

（同じ内容２回）
10：30～11：30

TOKAIホール ２０人

①8/8～8/21
②8/8～8/29

※希望日を記載
してください

①9/5
②9/12

①8/8～8/21
②8/8～8/29

がん看護 経験２年目まで
②9/12

（同じ内容２回）
11：40～12：40

TOKAIホール ２０人
②8/8～8/29

※希望日を記載
してください

看護研究初級 スタッフ
3/13

15：00～16：30
TOKAIホール ２０人 2/16～3/2

専

臨床推論 スタッフ

①6/28
②9/27
③12/27

（同じ内容３回）
17：15～18：15

中会議室 １０人
①6/7～6/21
②9/6～9/20

③12/6～12/20
専
門
研
修

17：15～18：15

透析看護－基礎編- スタッフ
10/25

17：15～18：15
中会議室 １０人 10/4～10/18

急変気づきコース スタッフ
1/24

17：15～19：15
TOKAIホール ２０人 1/5～1/17

看護研究中級
看護研究に

取り組む予定の方
6/20

13：30～16：30
中会議室 ５人 5/30～6/13



地域から信頼される中核病院、がん拠点病院として地域から信頼される中核病院、がん拠点病院として
の医療連携を発展させますの医療連携を発展させます

医療連携室⻑医療連携室⻑
泌尿器科泌尿器科 准教授准教授
⼩路⼩路 直直

薫風の候、先⽣⽅におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平
素は、格別の御指導、御高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

医療連携室は、当院と他医療機関との連携を潤滑に⾏い、強⼒な医療体制の構築を目指
しています。主な業務は、①他医療機関との勉強会(Hachioji Medical ConferenceHachioji Medical Conference)の
実施、2. 当院の診療に関する広報誌『医療連携ニュース医療連携ニュース』の作成・発⾏、3. 他医療機関
からのご紹介患者様の予約・逆紹介に関する業務、を⾏っています。

隔⽉に発⾏される広報誌『医療連携ニュース』では、当院医師の専門領域をより具体的当院医師の専門領域をより具体的
に知っていただき、他医療機関の先⽣⽅の診療に役⽴てていただくことに知っていただき、他医療機関の先⽣⽅の診療に役⽴てていただくことを目的としていま
す。また、当院への紹介⽅法など事務的な情報も掲載しており、当院のホームページから
も閲覧可能です。

当院は、2017年4⽉より 東京都がん診療連携拠点病院東京都がん診療連携拠点病院となり、ますます地域の先⽣⽅
連携が重 り た 今後 地域 中核病院 がん拠点病院地域 中核病院 がん拠点病院との連携が重要となってまいりました。今後は、地域の中核病院、がん拠点病院として、地域の中核病院、がん拠点病院として、

逆紹介にも注⼒し、さらに⼒強い医療連携の構築を目指していきたい逆紹介にも注⼒し、さらに⼒強い医療連携の構築を目指していきたいと思います。
先⽣⽅におかれましては、今後ともご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。

医療連携室からのお知らせ医療連携室からのお知らせ
当院では、午前8時から11時までに来院された初診患者様は、予約の有無にかかわら

ず診療いたします。紹介患者様におかれましては、紹介状を作成いただき、当日持参い
ただければ幸いです。なお、従来の事前予約による診療も行っております。

外来診療 約 他 検査 検査等 “検査 ” ご紹介 高度 療機器共外来診療予約の他、CT検査、MRI検査等の“検査のみ”のご紹介(高度医療機器共同
利用)のご予約につきましても、医療連携室にて受付しておりますので、下記までお問い
合わせください。

医療機関専⽤ダイヤル 042-639-
1114

平日8:30〜17:00
第2 4 5土曜日 8:30〜15:001114

医療機関専⽤ファックス 042-639-
1115
⼀般ダイヤル 042-639-1111(代表)  

第2,4,5土曜日 8:30〜15:00
24時間対応
＊受付時間以降の受信は、翌日対応となります。

平日8:30〜17:00
第2,4,5土曜日 8:30〜15:00


